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り、NA:適用外、で評価する調査票を作成した。次に、調査者 2 名が大学病院内 16ヶ所を
調査票により評価した。本調査の結果、色弱者や白内障の患者が識別困難と考えられる文
字・図・記号や配色が散見された。以上の結果を、改善案や注意点としてまとめ、提言を
作成した。本研究は JSPS 科研費 26463209（代表：松浦正子）、15K11548（代表：高岡
裕）による研究成果の一部である。 
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